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ポーランド王国の労働運動における二つの

　　　　潮流の形成について（1878－1893）

川　名　隆　史

　1．　はじめに

　1870年代に始まるポーランド王国ωの労働運動は，1880年代後半から，国際

主義と愛国主義という二つの潮流への分化に進んだ。

　当初，王国の運動を担った国際主義の思想は，ロシア留学時に当地の革命運

動に加わり，マルクス主義にも触れて帰った若いインテリゲンチャによって形

造られたものであり，ロシアの革命運動と協力してロシア帝国の社会革命を展

望するものであった。最初の社会主義党rプロレタリアート」によって王国の

運動に伝統として植えつけられた国際主義に対し，1880年代に再燃し始めた独

立願望の気運を背景にして，「社会主義」の衣を装った愛国主義が労働運動に

浸透し始める。ポーランド独立の是非をめぐって真向うから対立するこの二潮

流は，1893年に到って国際主義的なrポーランド王国社会民主党」（SDKP）と

愛国主義的なrポーランド社会党」（PPS）の成立によって，組織的にも分化を

遂げる。

　本稿は，この二潮流の相克の過程一ポーランド独立の是非の問題に留まら

ず，社会主義思想上の原理的な対立にまで進んだこの過程を，各々の潮流の綱

領的諸文書に依拠しつつ，思想史的に跡づけようとするものであるω。

　（1）　ウィーン会議後のロシア領ポーランド。r会議王国」とも呼ばれ，国王はロシ

　　　ア皇帝が兼ねた。

　（2）本稿では紙幅の都合により，労働運動史上の事実に関する註は極力省いた。と

　　　りあえず以下の文献を基本的な通史文献として挙げておく。別∫伽伽〃5腕8θ

　　　舳伽mム。〃。2egθユ864一エ964，tom1，Warszawa1967；K．Grむnberg，Cz．

　　　Kozlowski，〃7∫伽〆。力。’∫伽昭θ7m乃”mあ。肋｛c2egoエ864一エ9エ8．　㎜多4o〃e　m・
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身α伽｛enわ，Warszawa1962；”5切5αPoJ幽，tom3，cz鱗1，Warszawa

1963・更に，同時代史料的価値を持つ文献として，Mazowiecki（L・Kulczycki），

”葺3わ〆αrm伽50c加”5リ。mego　〃mあ〃2e　mψゐ尾伽，Krak6w　1903；F．

Perl（Res），Dカe加7”c尻m∫ocプα〃∫り。2m2身。ω2αム072e705ツ加伽刎♂θ力。〃5’”〃α

PP5，Warszawa1932．などがある。また上述の二潮流に関する西欧での通史的

研究として，以下のものが挙げられる。G，W．StrObe1，〃e　Pm’e’R05α工伽・

e舳mg∫，工em伽伽a　SPD，Wiesbaden1974；U．Haustein，So25α〃5舳M〃

〃側κmαJ2〃α8パm　Po’m，Kδ1n－Wien1969．

　2．　国際主義の系譜

　ポーランド王国では，1870年代半ばから，労働者，手工業者も加えたインテ

リゲンチャによる社会主義サークルが活動し始める。当時，王国の工業は，繊

維工業を中心に大規模化の途上にあり，労働者人口も王880年には10万人を超え

た。王国の労働者の民族構成は複雑で，非ポーランド人の割合が大きくω，こ

のため，それをもって国際主義思想の発生の一因とする向きもあるω。初期の

サークルは，秘密結社的なインテリゲンチャ・サークルと，ウッチを中心とす

る，主にドイツ人の自助的な労働者サークルに大別されるω。やがて，これら

はヴァリソスキ等により統合の方向に向けられ，綱領の作成へと進んだ。1878

年未にワルシャワで作成された綱領草案はジュネーヴに送られ，無政府主義者

も含めた亡命ポーランド人杜会主義者による検証に付された。草案は，民族間

題に関する記述を削られ，無政府主義的装いを施されて，1879年10月，「平等」

創刊号にrブリュッセル綱領」の名で発表された。この綱領は，普遍的・世界

的な社会革命によって実現される社会主義こそ全人類的な解放形態であると規

定し，それを，民族の解放しかもたらさない独立に対置することにより，愛国

主義との断絶を宣言した（4〕。

　「平等」は翌年，同名の亡命ポーランド人杜会主義者組織へと発展するが，

1881年8月に，旧来の蜂起の伝統に則り，社会主義の名のもとで労働者，農民

を独立運動に動員しようとするリマノフスキ等が脱退し，分裂する。リマノフ

スキはrポーランド人民」を結成し，他方，ヴァリンスキ，メンデルソン等主

流派はr曙光」を発刊して，国内の党建設に向け，革命諭，組織論の再編成に

着手する。
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　1881年11月，r曙光」はrロシアの社会主義者同志へ（の書簡）」を発表し，

後の「プロレタリアート」党結成への足がかりを築くとともに，ロシア帝国の

革命を説いて，これまでの無政府主義的な抽象的国際革命謝からの脱皮を図

る。この「書簡」は，後の王国の労働運動の国際主義的潮流の祖型である。こ

こでは，政治的権利の獲得としてのロシア帝国のブルジョア民主主義革命が想

定され，それに到る道として国際主義が，具体的にはロシア帝国内の諸民族の

社会主義組織の結合という党組織論が提起されている。ポーランド問題ではこ

う論じる。「ポーランドの民族間題」は「社会発展の結果，すでに生命力を失

っている。」「社会主義は経済問題であり，民族間題（すなわち「ポーランドの

政治的独立の問題」）とは何ら共通なものはたい。」「ロシア帝国領内での政治

的権利のための戦いに際し，ポーランドの民族的・政治的問題を提起すること

は，この戦いの妨害以外の何ものでもない」と。つまり，社会主義による解放

こそ民族の解放も含めた普遍的解放であり，政治的権利の獲得は，その最小限

綱領である。だが，ここに独立の要求が入り込むと，ロシア帝国での政治的権

利の要求はポーランドのみの政治的解放の要求に，諸民族のプロレタリアート

の連帯はポーランドの諸階級の連帯に嬢小化され，普遍的解放たる社会主義へ

の展望は断ち切られてしまうというのである。r書簡」は，戦いの手段をテロ

とし，ロシア帝国内諸民族の統一組織と共通の綱領とを呼びかけて終わってい

るω。

　1881年末から始められた党創立活動の結果，翌年9月1「社会革命党『プロ

レタリアート』労働者委員会のアピール」が発行され，党結成が宣言された。

事実上の綱領であるrアピール」は，r書簡」の要求をより厳密化した反面，

社会主義と政治的権利とを同次元で要求しており，二段階革命論を提起した

r書簡」以前の考え方に後退しているω。

　プロレタリアート党は，ワルシャワを中心に「低抗基金」を軸に組織活動を

進めたが，党組織は秘密結社的性格が強く，特にヴァリンスキ逮捕後は，クニ

ツキの指揮下に，ロシアの「人民の意志」党とパリで協定を結び，テロ志向を

一層強化した。党は当初より厳しい弾圧にさらされ，1885年から翌年にかけて

の大量逮捕で指導部を失い，事実上壊滅した（τ〕。
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　プロレタリアート党は，資本主義の進展に伴って分割が深化，固定化しつつ

あるポーランド王国の社会状況の分析から，ロシア帝国内諸民族のプロレタリ

アートの階級的連帯と，政治的権利の獲得から社会革命に進む共同の戦いを提

起した。だが，ロシア帝国の社会革命への盲目的信頼によってポーランド間題

への具体的対応の見地は失われ，ブルジョア民主主義革命の観点もやがてテロ

を基軸とする全面的な社会革命論へと解消された。しかし，結果的にブランキ

スムに陥ったとはいえ，ロシア帝国の革命を諸民族の階級的連帯ととらえ，資

本主義の抑圧からの解放こそポーランド民族の真の自由をもたらすのだという

理念は，王国の運動に国際主義の伝統として受け継がれていくのである。

　プロレタリアート党は，1888年2月頃，クルチツキによりr第二次プロレタ

リアート党」（D　P党）として再建される（8〕。折しも王国では，1886年に「声」

が創刊され，またジュネーヴで翌年rポーランド連盟」が結成されて（これに

ついては次章参照），社会主義者インテリゲンチャの間で民族問題への関心が

高まっていた。D　P党は当初，クルチツキのインテリゲンチャ中心のグループ

と，カスプシャクの労働者グループの連合組織で，この二人の「奇妙な二重権

力状態」ωのもとにあった。

　D　P党は，ポーランド王国の運動史上初めて「ロシア帝国の民主的憲法とポ

ーランド王国の自治」の要求を定式化したとして評価されている‘m。プロレタ

リアート党の国際主義の理念と，　rポーランド連盟」やr声」の愛国主義のプ

ロパガンダとの間に立つ社会主義者インテリゲンチャの中にあって，　r自治」

を叫ぶクルチツキは，当時としては折衷主義者と映じたかもしれない。だが，

ロシア帝国のブルジョア民主主義革命と，ポーランド間題への対応として自治

を提起したクルチツキの理論は，後にSDKPの民族理論の基礎となったので

ある。

　1889年夏，王国にもうひとつの社会主義党rポーランド労働者同盟」（ZRP）

が生まれた。ワルシャワ大学のマルクス主義研究学生グループ，D　P党に加わ

らなかった労働者やインテリゲンチャ，それにD　P党のテロ志向に反発して離

党したグループ等が結集したZRPは，カスプシャク流の経済主義的色彩の強

い組織である。「資本論」ポーランド語訳者の一人，クシヴィツキを理論的支
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柱とするZRPは，「低抗基金」のもとに多くの労働者，手工業者を組織した。

経済主義を基調に公然活動を展開したZRPは格好の弾圧の標的となり，1891

～92年の大量逮捕でかなりの打撃を受けた。ZRPはこれを境に政治闘争に蓬

進する。r抵抗基金」をもとに，後の労働組合の先駆とも言えるr職能組合」

を作ったZRPは，日常闘争の面でのSDKPの直接の先行者であった｛11〕。

　DP党にしろ，ZRPにしろ，民族間題への対応，方針についてはきわめて

唆味である。プロレタリアート党から継承した国際主義の理念は，愛国主義を

社会主義実現の阻害要因として棄却することを命じるものであり，またそれは

ロシアの革命への盲目的信頼で強く裏打ちされていた。しかし，「人民の意志」

党の壊滅でロシア革命の展望に懐疑的となった一部の社会主義者は，亡命者を

中心に再燃した愛国主義的思考に魅せられ，また他の一部は，スローガンとし

て国際主義を保持しつつも，現実には日常的な経済闘争に活路を見い出すこと

になった。DP党もZRPも，これら相異なる分子の入り混った組織であり，

まもなく生ずる労働運動の二分化への芽を内包する過渡的性格の党だったと言

えよう。

　ここでひとまず，プロレタリアート党，DP党，ZRPという流れをポーラ

ンド王国の労働運動の国際主義の系譜として措定し，次に，　「社会愛国主義」

としてPPSに結実する愛国主義の潮流に目を転じよう。

　（1）　　zob．∬ゴ5CoγづαPo∫s后｛，oク．c〃．，str．473．

　（2）　　’α〃一三e，str．473．

　（3）Strobel，oカ．cκ．，S，18ff．本書は，その幅広さにおいて他のどのSDKP（iL）

　　　研究をも凌駕するものであるが，著者のドイツ人の役割の過大評価，史料上の間

　　　題等での批判もある。zob．r㏄enzjg　B．Radlaka，Z仰”m脇，1977nr．1，

　　　ss，263－271．これについては，伊東孝之r最近のR．ルクセンブルク研究」rスラ

　　　ヴ研究』20号，158－159頁も参照されたい。

　（4）　“Pmgram　socjalist6w　polskich（drukowam　w　Brukseli1878）”（“R6・

　　　wmξ6”，1879nr．1），w：〃e7ωs2eヵθ肋’e〃e　m〃冶5｛sκmμ’5勅。此，tom1，

　　　Warszawa1962，s乱5－9；戸θ’5腕〃。星m物5㏄加〃吻αmエ878一エ9エ8，（zebral

　　　F．Tych）Warszawa1975，ss．65－70．なお，後者にはワルシャワで作成された

　　　草案も収録されている。tam2e，ss．59－65．

　（5）　“Do　towarzyszy　socjalist5w　msyjskich”，（“Przed§wit’’，1881　皿r．6－7），

　　　w：”m〃52eカθ伽’eがe．．．，ψ．c扱，ss．573－579；Pθ’5価e少mgmmツ．．、，oρ．
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　　c〃．，s乱175－181．ルクセンブルクはこの「書簡」を，「ポーランドの社会主義的伝

　　続の歴史に第一級の重み持つドキュメント」だと絶賛している。R．Luxemburg，

　　“Dem　Andenken　des‘Proletariat”，0eMmme”e　Wm冶e，Bd．1－2，Berlin

　　1974，S・322・たお，このr書簡」はr人民の意志」党とr土地総割替」派に送

　　られた。Pθ’5肋e〃。gmmツ．．．，ψ．c狐，str．174．

（6）　“Odezwa　Komitetu　Robot皿iczego　Partii　Soc．一Rew．・Proletariat”・，w：

　　PoJ淵e〃。gmmツ＿，θヵ．c”。，ss．186－200、なお本書には，8月にこんにゃく版

　　印刷でワルシャワに出回った手稿パンフレットが，活版パンフレットと異なる部

　　分のみ収録されている。tam身e，ss．186，192－194，196，198。

（7）プロレタリアート党に関する文献は数多いが，最もまとまったものとして，

　　L．Baumgarten，ル切e　W互e〃e亙。〃。’色’〃4m，Warszawa1966．を挙げてお

　　く。

（8）DP党については史料上の制約もあって詳細な活動についてはクルチツキ自身

　　の著作に依るところが大きい。zob．Mazowiecki（L．K皿1czycki），oか。〃．こ

　　のためポーランドでも研究は振るわず，敢えて挙げれば次のものくらいである。

　　J．Borejsza，“Powstanie　II　Pmletariatu　i　pocz孕tki　jego　dzialalno§ci”，Z

　　力0’α　一〃α’冶壬，1958　nr．2，ss．21＿56．

（9）　Bo1・ejsza，oψ．‘1〃．，str．401

（10）　por．Mazowiecki，ψ．c〃．，str．175；Borejsza，ψ．c〃．，str．22．

（11）ZPRに関する包括的研究としては，F．Tych，Z〃伽e尾R0ム0肋伽〃P0κ冶舳

　　ブ889一エ892，Warszawa1974．がある。また，理論的指導者とされるクシヴィツ

　　キには，著作集L．Krzywicki，吻肪伽m，Warszawa1978；ル5eJα，9

　　tom6w，Wa「szawa1957■1974，回想録肌ヵm〃em5α，3tomy，Warszawa

　　1957－1959がある。

　3　社会愛国主義の成立

　1870年代のポーランドの思想界を覆った「ポジティヴイズム（1〕」は，分割と

いう現実の中で各人が「有機的労働」により富を蓄積させることでポーランド

社会の再生を図るという思想であったが，具体的にはそれは分割権カベの忠

誠，抵抗の放棄を意味していた。「ポジティヴイズム」の目指す社会的調和は，

まず労働運動の出現で乱され，続いて1880年代後半の愛国主義的気運の再燃に

より自ら方向を見失う。その転機がr声」の発刊（1886），rポーランド連盟」

の結成（1887）であった。

　r声」は急進的インテリゲンチャの社会評論誌で，当初は寄稿者も社会主義
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音にまで及んだ。だが，徐々にポーランド連盟と結びつき，1888年以降はその

半機関誌化する。r声」の思潮は，一言で言えば，プチ・ブルジ目アを基軸と

したポーランド人社会の再編成であり，ポジティヴイズムからの脱却である。

r声」は，小生産者による自助的な協同組合論を展開するω反面，ボーランド

人の経済的自立の阻害要因としてユダヤ人に矛先を向け，反セム主義的傾向を

露わにする。

　検閲のため公然とは独立を叫べない「声」を代弁したのが，亡命組織ポーラ

ンド連盟である。連盟は，ボシティヴイズムを批判し，その綱領である「受動

的防衛と宥和」から，「積極的防衛」への転換を唱える。連盟は分割前の領域

でのポーランド国家再建を目標とし，民族の緊密な結合，r有産階級の主導の

もとでの社会的団結」を主張する。民族の独立が社会的解放に対置され，階級

闘争と社会革命は否定される。連盟は，国内の「ポーランド青年同盟」（ZMP）

と共に，活動網を拡大した㈹。

　この間，亡命社会主義者の動きも活発化する。1881年に国際主義派と決別し

たリマノフスキ等は，1888年にパリで「民族社会主義共同体」を結成し，翌年

r覚醒」を発刊した。r覚醒」は創刊号に，後にrポーランド民族社会党綱領」

と呼ばれた綱領的指針を発表した。このr綱領」は，ポーランド独立とrポー

ランドで支配的な社会経済諸関係の根本的変革」を主張する。独立と社会主義

は不可分とされながらも，実質上，後者は前者に従属させられている。革命の

主目標は独立であり，その後で種々のr手段」（すなわち改革）によりr平和

的に社会主義に進化する」とされている。革命を担うのはr知的プロレタリア

ート」，すなわちインテリゲンチャであり，彼らが，民族の大半を占める「人

民」を「民族」化する使命を与えられているω。リマノフスキは当初，ポーラ

ンド連盟には批判的であったと言われるが，社会主義と愛国主義の調和的結合

を唱えるリマノフスキの言う社会主義が，連盟の否定する類いのものでないの

は明白であり，両者の結合を妨げるものは本来的に存在しない。リマノフスキ

はまもなく「共同体」とともに連盟にカロ入する。　「共同体」と「覚醒」の活動

資金は連盟から出ていたとも言われているω。

　1890年代に入ると，ポーランド王国の労働運動はメーデーを中心に新たな展
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開を示す。王国ではメーデーは非合法で，通常経済ストを伴ったし，メーデー

それ自体が政治ストであった。1891年のシラルドゥフ事俳，1892年の「ウッチ

反乱ω」は，王国の労働運動の大衆化の現われとして特に注目された。

．労働運動の大衆化と，労働運動に関心を向け始めたr声」の動きとに呼応し

て，愛国主義的ZMPに，労働問題や社会主義に関心を抱く者が現われた。ヴ

ォイチェホフスキ等一群のZMP党員が，アプラモフスキとストウルジェツキ

の率いるD　P党の分派r労働者連合」（Z　R）に入ったのである。彼らは，Z　R

に愛国主義を移植し，同時に労働者に直に接する手段を得た。社会主義の装い

をこらした愛国主義に国内基盤が形成された。彼らがリマノフスキの路線に接

近したのは，むしろ当然の成り行きであった。

　こうした動きに呼応するかのように，国際主義の陣営内にも重大な変化が生

じた。メンデルソンの率いるr曙光」の愛国主義への転換である。r人民の意

志」党壊滅の衝撃に加え，王国の運動が自らの靖外の組織（ZRP，ZR）を持つ

に到り，更には，亡命地にあって，ボーランド独立を絶対是とする西欧の社会

主義者の伝統的な思潮に取り巻かれていたことなどが，彼らの転換の誘因と考

えられる。メンデルソンは，1891～1892年にかけて，　r曙光」誌上に論文rロ

シア」を発表し，方針転換を公言する。彼は，ロシアに留まる限りボーランド

人は民族の解放も，社会主義の戦いに不可欠の民主主義も得られないと断じ，

ポーランド王国の分離独立を要求するω。

　こうして，ロシア観や革命論において，これまでの国際主義の見方とはっき

り異なる潮流が形成されたのである。ロシアは後進的，反動的で，そこには革

命の展望はない。ポーランド民族は一体となって，ロシアとの民族戦争を通じ

て独立すべきだ。ロシアからの分離こそ進歩の表明なのだ。こうした考え方，

それは一言で言うと，連盟の戦略への親頃，蜂起の伝統への回帰である。ポー

ランド蜂起へのノスタルジアは；ポーランド人のみならず西欧の革命家の心に

も頑として生き続けた。ヨーロッパ列強間に帝国主義ブロックが形成され，特

にロシアとドイツ，オーストリアとの間の戦争が予見され，またロシアの革命

への展望が消えた時，新たな打開の期待がこの戦争に向けられた。ポーランド

人は反ロシアの陣営に加わって戦争に勝ち，その功績で独立を達成するという
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戦略が設定された。

　新潮流の発生には国内の社会的変化も作用した。王国では1870年代から大工

業化が始まり，農民の労働者化が進むω。労働者の出身階層の変化が労働者の

全般的な気分に変化を及ぼしたろうし，また，これまで民族解放のための基盤

と考えてきた農民の労働者化を見て，これを新たな変革主体ととらえた者がい

たとしても不思議はない。

　後に「社会愛国主義」と呼ばれたこの潮流内にも，たとえばポーランドの領

域設定に関する不一致や曖味さがある。ここでは詳しく立ち入る余裕はないの

で次の点を指摘するに留める。当時，大部分の者に認められていたポーランド

境界とは，「歴史的境界」，すなわち分割前の旧共和国領域である。そこにはリ

トアニア人や白ロシア人だと，非ポーランド民族の居住地域も含まれる。当時

の観点では，より広い地域がロシアから分離することこそ進歩と民主主義の要

請に叶うとされていた。だが反面，この地域の重層的な民族抑圧，典型的には

ポーランド人地主による異民族支配という現状への具体的アプローチは見られ

ない。更にガリツィアとプロイセン領地域の問題もある。独立の合理性，可能

性の論拠を常にロシアとの関係から導くため，王国以外のこれら二地域の問題

が欠落してしまう。実はこの点こそ，後にSDKPとPPSの間の論争点とな

って現われてくるのである。

　（1）　1月蜂起敗北後，ロマン主義に代わり，政治的リアリズムを掲げて現われた思

　　　潮。社会の発展と教育の普及を目指し，特に文芸面で大きな成果をあげた。代表

　　　的理論家はA．シフィエントホフスキ，B、プルスなど。Vgl．R．Luxemburg、

　　　“Von　Stufe　zu　Stufe．Zur　Geschiche　der　b血rgerlichen　Klasse皿in　Polen”，

　　　0枷mme伽We〃e，Bd．1－1，Berlin1974，S．98f．（丸山敬一訳『マルクス主

　　　義と民族間題』，福村出版，1974，153－154頁）

　（2）協同組合を通じて民族の結合を図ろうとする「声」の構想の祖型が，ドイツの

　　　リベラル，特にシュルツェ・デリッチの思想に認められる。siehπ・B・H・Sch・

　　　ultze－Delitzsch，“Die　llatioIlale　Bedeutung　der　deutschen　Genossensc11a・

　　　ften（1865）’’，∫c尻づ力en”n♂Re♂2売，Bd．2，Berlin1910，S．234f．

　（3）　r声」とrポーランド連盟」については，原史料にあたることが出来ず，以下

　　　の文献に依拠した。”8倣加Po必励，φc払：J．Kan㏄wicz，Ro2’αm　w　polskim

　　　〃。肋m凸θ〃。ηm物ヵθc砂肋ω90づ。κX〃m．，Warszawa1961；αθ5

　　　エ886一エ899，Wr㏄law1955；Pm舳〃∫加j864一ユ9エ8，Warszawa1976．
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（4）　“Program　polskiej11arodowo＿socjalistycznej　partii”，w：Mazowiecki，

　　oヵ、c〃．，ss，207－208．zob．M．乞ychowski，3θ∫e∫’〃〃m伽。〃洲エ835－j935，

　　Warszawa1971，ss．224－228；M．乞ychowski，Pθ2地m〃5θc加〃5似mα

　　X∫X｛XXωづe肋，Warszawa1976，ss．175－177．

（5）之y舳w・ki，B．〃伽舳∫勅，・カ．・〃、，・tτ．223；乞y．how・ki，P舳αmツ51．．、，

　　0カ、c”．，str．　174．

（6）　5月2日に始まった賃上げ要求のストが6日にはゼネ・ストに発展。軍隊が鎮

　　圧に動員され，労働者と衝突。多数の犠牲者を出して，ストは10日頃終煽した。

　　最盛時には8万人も参加したポーランド史上初のゼネ・スト，大騒乱軍仰であっ

　　た。zob．A．Pr6ch皿ik，β”m’6ぬ〃〃m冶”ノ892，L‘d左1932．

（7）　zob．Kancewicz，o力．c仏，ss．18－201〃’5〃〆αPo’5切，θφ．c〃．，str．580．

（8）　zob．n．p，A、乞amowska，“Spoleczne　mdowody　miejskich　skupisk

　　proletariatu　w　Kr二1estwie　Polskim（pr‘ba　typologii）”，”5’0r5αX∫X5

　　XX”e肱5〃〃α｛5洲。e，Wr㏄1aw　itd．1979，str．25．

　4　ポーランド王国の労働運重力の二分化の完成　　ハリ会議とSDKP，PPS

　　の成立

　1892年のrウッチ反乱」は，国内，国外の社会主義者の統合志向を強化し

た。1892年秋にワルシャワでZRP，DP党，ZRの統一指導部r中央サークル」

が結成された。これには，1892年夏頃，アプラモフスキ等の作成した「ロシア

領のボーランド労働社会党綱領の原則ω」が何らかの形で作用したと考えられ

る。r原則」は，ロシア帝国での政治的権利の獲得，ポーランド王国の自治，

工場立法という三つの要求を有機的に結び合わせ，工場労働者，農業労働者，

それに農民，プチ・ブルジョアなどすべての被抑圧階層による政治的権利と自

治のための戦い，すなわちポーランドの民族解放を内包するロシア帝国のブル

ジョア民主主義革命への戦いを提起した。だが反面，「原則」は，当時の社会

主義者の様々な思考の折衷的性格も垣間見せる。それは，テロの容認，飢饅に

よるロシアの変化への期待，自治要求の根拠として挙げるロシアの後進性の主

張などであるω。

　r中央サークル」の成立は，必ずしも理論上の相異の解消の結果とは言え

ず，むしろ，弾圧で弱体化したZRPやDP党が運動の再強化のために，理

論上の対立にもかかわらずZ　Rに接近したこと，また特に亡命社会主義者の統
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合志向への反応の結果だと考えられる。

　この間，亡命地では着々と統合の準備が進められた。だが，当初の意図は徐

々に縮少され，結局，独立という共通の基盤に立つ愛国主義的な亡命社会主義

者の，かなり純化された形での会議が開かれることにたり，1892年11月，パリ

で亡命ポーランド人杜会主義者会議（通常，「パリ会議」と呼ばれる）が開催

された㈹。

　バリ会議は，国内にPPS創設を決め，亡命組織として「ボーランド人杜会

主義者在外同盟」（ZZSP）を結成した。バリ会議で作成された「ポーランド社

会党綱領概要ω」をもとにl　ZZSPは国内の党の創設に向かう。r概要」では・

ポーランドのr自立的民主共和国」としての独立の要求が，もはや自明のも

の，他のあらゆる要求を実現するための前提，出発点となっている。社会主義

も目標としては想定されているが，その道は，　「土地，生産用具，コミュニケ

ーション手段の漸次の社会化」という，これまでの「社会主義への平和的移

行」の観点が認められている（5）。全体としてリマノフスキの見解が投影されて

いるr概要」は，近いうちに創設される筈のPPSの綱領とされ，王国の労働

運動に公式に独立の理念を持ち込むことになった。

　1893年1月，メンデルソンは，ZZSPの使者としてヴィルノ経由で王国に向

かった。彼のワルシャワでの活動については明らかではないが，ともかく2月

から3月にかけて，ワルシャワでZRPとDP党の合体したPPSが成立し

た。このPPSについては詳しくはわからないが，先の「中央サークル」と同

じく，理論上の対立を残したままの雑居組織であり，それゆえ少なくとも，

ZZSPの路線に立つ党の創設を目指したメンデルソンの思惑とは異なる組織だ

ったことは確かである。とにかく後の経過から予想されることは，PPS内に

労働者とインテリゲンチャの対立があったこと，しかもこの対立が或る程度，

国際主義と愛国主義の対立に移し変えられることである㈹。1892年末に「曙光」

（パリ会議後，ZZSPの機関誌となった）に，労働者間に人望のあるカスプシ

ャクをスパイと中傷する記事が載り，労働者の反インテリゲンチャ感情が強ま

った。DP党ばかりか，ZRPの労働者も，ZZSPのこの行為を，インテリゲ

ンチャの，国内の運動を支配しようとする策謀と見たのである｛7〕。もともと国
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際主義の伝統の党に属す労働者が，反インテリゲンチャ感情から，インテリゲ

ンチャ（奇異に見えるかもしれたいが，ZZSPとインテリゲンチャが同一視一さ

れていた）の持ち込む愛国主義的思想を，インテリゲンチャもろとも拒絶した

とも考えられる。後述する1893年7月のPPSの名称変更は，党内の労働者の

分裂と見ることも出来る。また，PPSの反ZZSP気分を決定的にしたのは，

「PPS綱領概要」がPPSの党章とともに「曙光」（1893年5月号）に掲載さ

れたことである（8〕。パリ会議については，すでに1892年末には王国に伝えられ

ていたが，・「概要」やZZSPの性格については，大部分の労働者には未知のま

まだった。カスプシャクの問題でZZSPに反感をつのらせていた労働者は，

今鹿は，承諾もなしに綱領が決められ，勝手に党章が使われ，しかも「曙光」

に載った「概要」に，過去のシュラフタ蜂起を賛美する内容の前文（o〕が付けら

れていたことに憤慨し，ZZSPとの断絶を決意する。

　PPS内のこうした気分を知ったZZSPは，1893年6月，今度はヴォーイチェ

ホフスキを派遣した，彼はヴィルノのZMPグループ（ピウスツキ等のグルー

プで，rPPSリトアニア支部」を名乗っていた）を頼り，6月末にヴィルノで

会合を開いた。後にPPS第一回大会とされたこの会合は，r概要」を綱領とし

て承認し，8月の第二イソター大会への代表権をZZSPに委譲した。会合に出

席したのは，すべてポーランド連盟やZMPと関わりのある者たちであった。

　1893年7月，ヴィルノ会合の知らせとr概要」の載ったr曙光」が同時に王

国に届いた。折しも第二インター大会への代表権問題を討議していたPPSワ

ルシャワ組織の労働者は，ZZSPに代表権を与えたヴンルノ会合の決定に反発

し，当時チューリヒでルクセンブルクのグループに加わっていたマルワレフス

キに代表権を与えた二

　多くの亡命社会主義者がZZSPに統合された時，プロレタリアート党以来

の国際主義の伝統を守る唯一のグループがチューリヒにあった。一ルクセンブル

クとヨギヘスの率いるこのグループは，1893年7月，パリでr労働問題」（SR〕

を発刊する。（以後，彼らはSRグループと呼ばれ，事実上SDKPの国外指

導部と。して機能する）SR創刊号は彼らの，したがって一SDKPの綱領的文書

に等しい。恐らく’ 泣Nセンブルクの手にたる「ポーランドの労働者階級の政治
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的任務｛m」とr非民族化について（ll〕」は，国際主義の立場で，ロシア帝国の

ブルジョア民主主義革命とその後の立憲体制のもとでの社会主義革命という二

段階革命論を定式化し，愛国主義派の説くr社会主義への平和的移行」論を否

定する。民族問題については，曖昧な言い回しでポーランド王国の自治を要求

するにすぎない。確かにこれらの論説は，亡命地にあって孤高を持するルクセ

ンブルクが，革命忘却への警鐘を鳴らす意図のもとに著したもので，民族理論

の展開を意図したものではたい。とはいえ，すでにここには彼らの革命論とポ

ーランド問題観との鯛麗が見てとれるのである。アプラモフスキのr原則」が，

社会主義に到る過程を，自治に基づくポーランド王国独自のも0）としているの

に対し，ここでは一貫してロシア帝国という地域的枠組が前提されており，そ

れだけロシアの革命とポーランドの民族的解放との具体的関連が曖昧にされて

いる。DP党やr原則」の例があるにもかかわらず，ここではr自治」という

語さえ使われていない。むしろここに現われるのは，プロレタリアート党から

受け継いだルクセンブルクの独特の思想である。それは，「民族抑圧は資本主

義総体の部分現象であって，労働者の階級闘争こそ民族解放の戦いにほかなら

ない」，r社会主義体制のもとで初めて，人類はあらゆる抑圧から解放されるの

であって，それ以前の解放は部分的解放にすぎない」という考え方である。い

ずれにせよ，民族間題への構想の欠如は覆いがたい。だが逆に，日常の経済闘

争にはそれが有利に作用した。国際主義のスローガンに未だ現実味がたい時，

具体的に展開されえたのは経済闘争の側面のみであり，その意味では，SDKP

はZRPの真の後継者であった。

　一方，国内のPPSの労働者は，マルワレフスキと連絡をとりながら，7月

末にワルシャワで集会を開き，「ボーランド社会民主党」（SDP）と改称し（こ

れまでのPPSは，後のZZSP系のPPSとの区別のためr旧PPS」と呼ば

れる），SRを機関誌とした。更に8月には，SDPとSRグループの間で協定

が結ばれ，同時にSDPはrポーランド王国社会民主党」（SDKP）と改称した。

　6月末にヴィルノで党大会を開いたと自称するPPSの方は未だ実体がな

い。ZZSPは1O月に再ぴヴォイチェホフスキを送り，SDKPの対抗組織作り

を策す。当初，ストウルジェッキのZR労働者グループが基盤にと考えられた
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が，このグループは，独立を主張してSDKPには加わらなかったものの，階

級闘争を叫んでZZSPにも忠実ではない。ストウルジェツキとメンデルソン

の反目も大きく作用したとも言われる。結局，ヴォイチェホフスキは自分の母

体組織ZMPを頼って，ワルシャワに「PPS労働者委員会」を創設する。初

のZZSP系pPSの組織である。SDKPに移行しなかった旧PPS党員が，

そしてストウルジェツキ・グループもメンデルソンのZZSP脱退後，これに

加わった。新PPSで主流を成したのは，当然，ZZSPに支援されたヴォイチ

ェホフスキ等で，ストウルジェツキは左派に位置した。PPSは，当初より左

右対立を内包していたのである。

　SDKPとPPSの成立により，王国の労働運動は二つの潮流に組織的に分

化した。以後，SDKPが壊滅した数年間を除いて，この両党は，国内，国外

で複雑に絡み合い，抗争を続け，やがて1905年革命というひとつの転機を迎え

るのである。

　（1）　“Zasady　programu　Polskiej　Rob．Socjal．Partii　pod　zaborem　rosy－

　　　jskim”，P〇五5切eか。gmmツ、。．，助．〃。，ss．226＿242．

　（2）　切m劾，ss．227－228，ss．230－231．

　（3）出席者は，「曙光」（形式上はDP党の指導部として）から6名，ZRから6名，

　　　「覚醒」（すなわち「民族社会主義共同体」）から3名，その他3名である。議長

　　　はリマノフスキ。パリ会議に到る過程，会議の経過については，J・Kancewicz，

　　　“Zjazd　Paryski　socjalist6w　poIskich（17－23　X11892r、）Jego　genez盆，

　　　przebieg　i　znaczenie”，Zヵ。’α舳”，1962nr．4，ss．3－34を参照されたい。

　（4）　“Szkic　Program皿Po1sk三ej　partii　SocjaIistycznej’’，PoJ8励e似。駆α物ツ＿，

　　　0力．　c〃、，　ss．　253－260．

　（5）　肋m三e，str．253，str．254．

　（6）労働者とインテリゲンチャの関係については，かなり一面的ではあるが，確認

　　　されうる限りでZRP党員の後の党帰属を示した次の表がひとつの指標となろう。
． ■

確認総数 SDKP PPS 不明・t・・．

労　働　者 124（69％） ・・1 7312

QI■＿一i

n手工業者 12（7％）
　「7　1　「

5

インテリ 44（24％） 121 14 18

計 180（1OO％） 58 26 96



58 一橋研究．第8巻第1号

（Tych，ZRP，oψ．c〃．，ss．441447の表から筆者が作成した）他党の資料は手許

にないが，1894年のSDKP党員の職業を示す次の表と対比させると，当時の国

際主義派内の労働者の持つ意義が理解されよう。

確認数j・
労　　働　　者

手　工　業　者

イ　ン　テ　リ

164

33

22

75％

15％

10％

　　（B．Radlak，　Soc加〃emo紗αc加K7αe5切αPoJ5后吾egoゴ〃物ツエ893－j904，

　　Warszawa1979，str．149）

　　その際，初期のPPSが，未だ労働現場に基盤のない，インテリゲンチャ中心の

　　党だったことが想起されるべきである。zOb．Kancewicz，R0地物…，ψ・c扱，

　　str．31．

（7）　たとえば，ジュトローベルがそれを述べている。siell　Strobel，oψ．c｛f。，S．74f．

（8）これ以前にも，PPSのワルシャワ組織が，ZZSPの送ったメーデー・ビラを，

　　その愛国主義的内容ゆえに焼却し，自前のビラを新たに作成したという出来事も

　　あつた。　zob．　M”チ4グづ。∫y　ao　a皇’厚プ6mグ”cゐ〃　30cプn〃3よツ。2m彦蟹。　〃　Po∫∫c2，（Pod

　　red．J．Krasnego），tom1，Moskwa工927，str．14．

（9）　“Szkic　programu　PPS”、ψ．c〃．，s乱242－252．

（10）　“Zada皿ia　polityczne　po1skiej　klasy　robotniczej”，　5ocゴαJaemo后7切。プα

　　〃物5切α〃蝪egθ几ゴ物ツ．肋柳4ψ｛δo尾舳m妙，tom1．cz雌1，

　　Warszawa1957，ss．3－6．

（11）　“0wynaradawianiu”，肋m2e，ss．6＿9．

　5．結びにかえて

　ポーランド王国の社会主義的労働運動は，1月蜂起敗北後の社会に，労働者

の社会的解放という新たな解放原理を伴って現われた。国際主義を掲げ，ロシ

ア帝国の社会革命を夢見たプロレタリアート党は，ツァーリズムの強大た抑圧

装置の前にあえなく潰えた。労働運動の弾圧は民族抑圧なのか，階級抑圧なの

か。この問いを前に，ポーランド人杜会主義者は揺れ動いた。プロレタリアー

ト党の亡命残党の多くは，やがてツァーリズムヘの敵対を民族闘争として戦略

化するが，そこには古いシュラフタ蜂起の理念の復活さえ見てとれる。ポーラ

ンド蜂起の賛美を伝統とする亡命地の環境，また特に，ポーランド連盟による
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愛国主義の再編成が，この過程に大きく作用した。他方，国内の運動は未だ国

際主義の伝統のうえに築かれており，ZRP，DP党の国際主義者たちは，この

亡命者の転換に失望，反発し，自らの立場をより純化させる。ポーランド王国

の労働運動は，民族の問題を社会主義との脈略の中で展開しえないうちに，愛

国主義の再編に遭遇し，結局，極端な形で二極分解を遂げてしまったのであ

る。

　本稿は，今後のSDKPの民族理論に関する研究のいわば準備作業として，

ポーランド王国の労働運動の分化過程，その思想展開の経過を整理したもので

ある。ここでは，二潮流への分化を，綱領ないしはそれに類する文書から，民

族問題に絞って跡づけようとしたため，労働者やインテリゲンチャの現実の運

動との少なからぬ乖離が生じたことは歪めたい。だが，民族問題は，ポーラン

ド王国の労働運動に運命的に突きつけられた原理的な問題であり，その後の運

動の特異な展開を決定づけた要因であった。この意味でも，1890年前後の時期

の民族間題に関する議論の持つ重要性は否定しえたいのであるα〕。

　（1）ここで，本稿の内容に関連する邦語文献を幾つか挙げておく。官島直機rポー

　　　ランドにおける民族主義運動とポーランド人の価値観」r中央大学90周年記念論

　　　文集』1975，加藤一夫rポーランド王国社会民主党の形成」r西洋史学』1978，

　　　同著者「ポーランドにおける初期社会主義運動一rプロレタリアート』党を中心

　　　に一」r東欧史研究』1978，など。

（筆者の住所：大宮市奈良町79－115）


